
９７ 潰瘍性大腸炎

いずれの診断のカテゴリーにおいても、A-1は必須項目です。
「なし」の場合は「いずれにも該当しない」相当になり、認定
することが出来ませんのでご留意ください。
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９７ 潰瘍性大腸炎②

重症度の判定誤りが非常に多いです。
排便回数が「5回/日」や便の出血が「(++)」など、
軽症を満たさない所見であれば「中等症」となり
ます。
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９７ 潰瘍性大腸炎③

重症度判定日、検査所見の検査日が記載年月日
から直近6か月以上経過した日付あるいは未来
の日付であることが非常に多いです。

いずれの項目も、重症度分類に関連する項目で
すので、記載年月日から直近6か月以内の所見
を記載してください。

検査所見の日付は重症度判定日以前の日付を記
載してください。
検査所見の検査日≦重症度判定日
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９７ 潰瘍性大腸炎④

ストマ造設をされている方は、排便回数の項目は無いものとして
判断します。
排便項目を除いた項目で重症度を判定しますのでご留意ください。

※ストマ造設後にストマ閉鎖をして現在に至る場合は排便回数も
考慮します。
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